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発案の契機 

 八王子市には「学園都市」と呼ばれるほど多く

の大学があり、短期大学や専門学校も合わせると

その数は 20を超える。その影響で様々な地方都

市から大学入学を契機に上京し、八王子市に暮ら

し始める若者も多い。しかし、大学を卒業すると

同時にほとんどの若者はまた地方に戻ってしまう

という問題がある。また多くある大学もそれら同

士の関わりはそれほど深くなく、自分の所属する

大学以外にどんな大学があるのかも知らずに卒業

してしまうこともしばしばである。 

 大学間での交流で若者たちが活発になれば八王

子市も活性化するのではないか、2020 年に東京オ

リンピックを控えた今、「アマチュアリズム」と

「大学間交流」を軸としたスポーツを通してそれ

が実現できるのではないか。 

 既に行われている大学対抗の体育大会「全国七

大学総合体育大会」や「四大学運動競技大会」を

参考に組み立てていけば不可能なことではない。

こういった経緯で大学対抗オリンピックを提案す

るに至った。 

 

 

 

開催のメリット 

・大学同士の交流が深まる 

・同じ大学内での一体感が深まる 

・アマチュアスポーツの質が向上する 

・八王子全体が活性化する 

 

オリンピックの詳細 

１）目玉となる種目 

 本大会の一番の目玉は大学間を繋ぐロードレー

スとする。八王子市内にある 17 の大学を繋げる

とその距離は約５７km である（図１）。ロード

レースの走行距離は１０km~３００km とまちま

ちだが、体力がありながらもレース経験の浅い若

者が走る距離としては、５７km は丁度良いとい

えよう。 
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また使う自転車はロードバイクだけでなくシテ

ィバイク（いわゆるママチャリ）も可とする。学

生には大学の近くに部屋を借り、そこから自転車

で通う者も多い。自転車を用いた競技には親しみ

が湧きやすいのではないか。スピードに差が出て

しまうので、ロードバイクで走る学生には遅れて

出発など何かしらのハンデをつける。レースは各

大学で３人のチームを組み、通過する大学のポイ

ントではマスコットキャラクターの着ぐるみが応

援に駆けつける。 

 

２）種目の分類 

 種目の分け方は、「四大学運動競技大会」を参

考にする。体育を専門で学んでいる学生が参加す

る「専門種目」、体育会系のサークルに所属して

いる学生が参加する「一般種目」、どの学生でも

参加できる「オープン種目」、教授や職員が参加

する「教職員種目」に分ける。 

 

３）会場 

 会場には富士森公園を使用する。富士森公園は

日頃からお花見や花火大会などで市民に親しまれ

ており、また様々な運動施設があるので大勢が集

まるスポーツのイベントには最適である。運動施

設の詳細は以下の通りである。 

 

・ダイワハウススタジアム（富士森公園野球場） 

・富士森公園テニスコート 

・富士森公園陸上競技場 

・フットサルパーク 

・富士森体育館 

（利用できる種目…バレーボール・ソフトテニ

ス・バスケットボール・バドミントン・卓球・空

手・剣道・柔道・合気道・和弓・アーチェリー・

ダンス） 

 

 また、これに加え各大学のグラウンドや体育館

を利用することを通して、普段行く機会のない他

大学のキャンパスを学生たちが訪れ交流する機会

を増やす。 

４）その他 

 この企画を成功させるにあたって、学生たちの

参加・協力が必須になる。そのために各大学に協

力してもらい、競技に参加する学生には大学から

単位が出るようにする。そうすることによって学

生たちのモチベーションを高め、またこの大学対

抗オリンピックが各大学の重要な行事の一つとし

て認識されるようになる。１位になった大学の学

生は S 判定を取得することができる。 

 オープン種目の中に「借り物競走」を入れる。

この競技では大学教授の著書や、大学で力を入れ

ているものの関連グッズなど（例：工学院大学の

ソーラーカープロジェクトで作られたソーラーカ

ーのミニチュア、多摩美術大学の学園祭の展示作

品など）を借りることを通して、各大学の特色を

知る狙いがある。 

 八王子市には中央大学や首都大学東京など、学

生食堂が人気の大学もあるので（図２）、オリン

ピックでは希望者に、記念品として学食フリーパ

スを販売する。フリーパスは複数の大学の学生食

堂をオリンピックの期間内に無料で利用できる

（注文できるメニューには制限あり）。 
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